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２期連続でプレゼンテーションの機会を獲得 
～The 33rd Annual J.P. Morgan Global Healthcare Conference～ 

 
 
当社は、2015年1月12日（月）～15日（木）に開催されるThe 33rd Annual J.P. Morgan 

Global Healthcare Conference （場所：ウエスティン・セント・フランシス・ホテル、米国
サンフランシスコ）、昨年に続き国内バイオベンチャーで唯一プレゼンテーションを行うこと
となりましたのでお知らせ致します。 

 
本会議は、例年世界各国約 400 社の大手製薬やバイオ企業の経営トップによるプレゼンテ

ーションが行われ、約 8,000 名の医療関係者、投資家やメディアなどの関係者が参加する最
大規模のグローバルヘルスケア会議です。 

 
当社は、豊富なパイプラインを持ち、ナノメディスンカンパニーのパイオニアとして、臨床

開発を各国にて順調に進めております。既存医薬品のリプロファイルから、さらには新たな創
薬をも可能とする「ミセル化ナノ粒子」をベースとして、抗がん剤にとどまらず、抗体医薬や、
脳疾患など様々な領域において画期的な医薬品を創造し、患者さんの QOL向上を目指した価
値ある医薬品の開発にチャレンジしております。 

 
当社は、本会議発表の場を最大限に利用し、当社の革新的創薬技術のユニーク性や応用力の

高さを世界に向けて発信して参ります。 
 

 
【J.P. Morgan Global Healthcare Conference】 
今回が 33回目の開催で、毎年、製薬・バイオの分野での世界的なビジネスリーダー、急成

長している新しい企業、革新的な技術を生み出している事業家・クリエイターやこれらの企
業・事業を評価し、成長をサポートする投資家などが一堂に結集する場で、ヘルスケア業界で
は最大かつ最も有益な投資シンポジウムと位置づけられています。 

以上 

 


